出場大学監督　様

全日本学生剣道連盟

　審　判　委　員　会

確認証提出について
　当連盟では、主催する各大会の試合が公明正大かつ安全に運営されることを目的とし、各大学監督による安全確認と大会当日の連盟係員による検査のダブルチェック体制をとっております。
　主旨をご理解の上、下記の確認証の項目にしたがってご確認をお願い申し上げます。

確認証

全日本学生剣道連盟

大会実行委員長
　本大会出場選手に関する下記の項目を確認いたしました。
平成　　年　月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学

 監督氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 竹刀について（確認後、□にチェックしてください）
· 竹刀の長さは適正である。

· 重量（男子５１０グラム以上、女子４４０グラム以上）は足りている。
· 先革先端部最小直径値（男子２６ミリメートル以上、女子２５ミリメートル以上）は適正である。
· 中結は適切な位置（剣先から全長の約１／４）に固定されている。
· 竹と竹の間に極端な隙間がない（竹刀の柄を保持して、弦側から竹刀を見て、一部でも反対側が透けて見えない）。
· 破損やササクレがない。
· 滑り止めのついている柄は使用していない。
· 弦の色は単色である。
· 柄に大学名・名前のみが明記されている。
· その他、全日本剣道連盟の規格に外れていない。
出場選手　　　　名　　　確認本数　　　　本

2． 鍔について（確認後、□にチェックしてください）
· 大きさが規格どおりである（直径９センチメートル以下）。

3． 面紐について（確認後、□にチェックしてください）
· 長さは適切である（結び目から４０センチメートル以下）。
留意事項
　１．本確認証は大会当日、竹刀検査所へ提出してください（男女両大会に出場される大学は、コピーして男女別に提出してください）。
　２．竹刀検査を受けることができる竹刀の数は、出場選手1名につき3本以内です。

　３．竹刀検査を受けることができるのは、各大学1回のみです。

　４．竹刀検査所へは、各大学の代表者が竹刀をまとめて（出場選手が多数の大学は、一人１０本程度）お持ちください。その際、竹刀は検査を直ちに受けることができる状態にしておいてください（竹刀袋から取り出し、鍔をつけない）。

以上

